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保護対象サイトとリカバリ サイトのリソースの設定

ONTAP toolsでネットワーク マッピングを設定する

保護サイトから復旧サイトの適切なリソースへ各リソースをマッピングできるよう
に、VMネットワーク、ESXiホスト、フォルダなどのリソースマッピングを両方のサイ
トで構成する必要があります。

以下のリソース設定を完了してください。

• ネットワーク マッピング

• フォルダ マッピング

• リソース マッピング

• プレースホルダ データストア

開始する前に

保護サイトと復旧サイトを接続しておく必要があります。

手順

1. vCenter Server にログインし、サイトの復旧 > サイト を選択します。

2. 保護対象のサイトを選択し、*管理*を選択します。

3. 新しいネットワークマッピングを作成するには、管理タブで*Network Mappings* > *New*を選択します。

4. ネットワークマッピング作成ウィザードで、以下の操作を行います。

a. 「名前が一致するネットワークのマッピングを自動的に準備する」を選択し、「次へ」を選択しま
す。

b. 保護サイトと復旧サイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*マッピングの追加*を選択
します。

c. マッピングが正常に作成されたら、*次へ*を選択してください。

d. 以前に逆マッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、*完了*を選択します。

結果

[Network Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリ サイトのリソースが表示されます。環
境内の他のネットワークについても同じ手順を実行します。

ONTAP toolsでフォルダマッピングを設定する

保護サイトと復旧サイト間で通信を可能にするには、それぞれのフォルダをマッピング
する必要があります。

開始する前に

保護サイトと復旧サイトを接続しておく必要があります。

手順
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1. vCenter Server にログインし、サイトの復旧 > サイト を選択します。

2. 保護対象のサイトを選択し、*管理*を選択します。

3. 新しいフォルダーマッピングを作成するには、「管理」タブで*フォルダーマッピング* > *フォルダー*ア
イコンを選択します。

4. Create Folder Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. 「名前が一致するフォルダーのマッピングを自動的に準備する」を選択し、「次へ」を選択します。

b. 保護サイトと復旧サイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*マッピングの追加*を選択
します。

c. マッピングが正常に作成されたら、*次へ*を選択してください。

d. 以前に逆マッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、*完了*を選択します。

結果

[Folder Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリ サイトのリソースが表示されます。環境
内の他のフォルダについても、同様の手順で操作できます。

ONTAP toolsでリソースマッピングを設定する

保護サイトとリカバリサイトのリソースをマッピングして、仮想マシンがどちらか一方
のホストグループにフェイルオーバーするように設定する必要があります。

開始する前に

保護サイトと復旧サイトを接続しておく必要があります。

VMware Live Site Recovery では、リソースはリソース プール、ESXi ホスト、またはvSphere

クラスターにすることができます。

手順

1. vCenter Server にログインし、サイトの復旧 > サイト を選択します。

2. 保護対象のサイトを選択し、*管理*を選択します。

3. 新しいリソースマッピングを作成するには、管理タブで*リソースマッピング* > *新規*を選択します。

4. Create Resource Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. *Automatically Prepare Mappings for Resources with Matching Names*を選択し、*Next*を選択しま
す。

b. 保護サイトと復旧サイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*マッピングの追加*を選択
します。

c. マッピングが正常に作成されたら、*次へ*を選択してください。

d. 以前に逆マッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、*完了*を選択します。

結果

リソースマッピングページには、保護対象サイトのリソースと復旧対象サイトのリソースが表示されます。環
境内の他のリソースについても、同様の手順で操作できます。
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ONTAP toolsでプレースホルダデータストアを設定する

プレースホルダーデータストアを構成して、保護対象の仮想マシン（VM）の復旧サイト
におけるvCenterインベントリのスペースを予約します。プレースホルダーVMは小さ
く、通常は数百キロバイトしか使用しないため、プレースホルダーデータストアに必要
な容量は最小限です。

開始する前に

• 保護サイトと復旧サイトが接続されていることを確認してください。

• リソースマッピングが正しく設定されていることを確認してください。

手順

1. vCenter Server にログインし、サイトの復旧 > サイト を選択します。

2. 保護対象のサイトを選択し、*管理*を選択します。

3. 新しいプレースホルダーデータストアを作成するには、管理タブで「プレースホルダーデータストア」
>「新規」を選択します。

4. 適切なデータストアを選択し、OK をクリックしてください。

プレースホルダーデータストアはローカルストレージまたはリモートストレージに配置で
きますが、レプリケーションは必要ありません。

5. 手順3～5を繰り返して、リカバリサイト用のプレースホルダーデータストアを設定します。

ONTAP toolsのアレイマネージャを使用してSRAを設定する

VMware Live Site Recovery のアレイマネージャウィザードを使用してストレージレプリ
ケーションアダプタ （SRA） を構成することで、VMware Live Site Recovery とストレ
ージ仮想マシン （SVM） 間の連携を有効にできます。

開始する前に

• VMware Live Site Recoveryで、保護対象サイトと復旧サイトをペアリングしておく必要があります。

• アレイマネージャを設定する前に、オンボーディング済みのストレージを設定しておく必要があります。

• 保護サイトとリカバリサイト間の SnapMirror 関係を設定およびレプリケートしておく必要があります。

• マルチテナンシーを有効にするには、SVM管理LIFを有効にする必要があります。

SRAは、クラスタレベルの管理とSVMレベルの管理をサポートします。クラスタレベルでストレージを追加
すると、クラスタ内のすべてのSVMを検出して操作を実行できるようになります。SVMレベルでストレージ
を追加すると、その特定のSVMのみを管理できるようになります。

手順

1. VMware Live Site Recoveryで、「Array Managers」>「Add Array Manager」を選択します。

2. VMware Live Site Recovery でアレイを説明するために、以下の情報を入力してください。

a. Display Name フィールドに、アレイマネージャを識別するための名前を入力してください。
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b. 「SRA タイプ」フィールドで、「NetApp Storage Replication Adapter for ONTAP」を選択します。

c. クラスタまたはSVMへの接続情報を入力します。

▪ クラスターに接続する場合は、クラスター管理LIFを入力する必要があります。

▪ SVMに直接接続する場合は、SVM管理LIFのIPアドレスを入力する必要があります。

アレイマネージャを構成する際は、ONTAP tools for VMware vSphere でストレージ
システムをオンボーディングする際に使用したのと同じ接続（IPアドレス）をスト
レージシステムに使用する必要があります。例えば、アレイマネージャの構成
がSVMスコープの場合、ONTAP tools for VMware vSphere 配下のストレージ
はSVMレベルで追加する必要があります。

d. クラスターに接続する場合は、*SVM名*フィールドにSVM名を指定するか、クラスター内のすべて
のSVMを管理する場合は空白のままにしてください。

e. 検出するボリュームを Volume include list フィールドに入力してください。

保護対象サイト側のソース ボリューム、およびリカバリ サイト側のレプリケートされたデスティネー
ション ボリュームを入力できます。

例えば、ボリューム dst_vol1 と SnapMirror 関係にあるボリューム src_vol1 を検出する場合は、保護
サイトフィールドに src_vol1 を指定し、リカバリサイトフィールドに dst_vol1 を指定する必要があり
ます。

f. （オプション）検出から除外するボリュームを Volume exclude list フィールドに入力します。

保護対象サイト側のソース ボリューム、およびリカバリ サイト側のレプリケートされたデスティネー
ション ボリュームを入力できます。

たとえば、ボリューム dst_vol1 と SnapMirror 関係にあるボリューム src_vol1 を除外する場合は、保護サ
イトフィールドに src_vol1 を指定し、リカバリサイトフィールドに dst_vol1 を指定する必要がありま
す。

3. 「次へ」を選択します。

4. アレイが検出され、「アレイマネージャの追加」ウィンドウの下部に表示されていることを確認し、「完
了」を選択します。

該当するSVMの管理IPアドレスとクレデンシャルを使用して、リカバリ サイトでも同じ手順を実行しま
す。Add Array Managerウィザードの[Enable Array Pairs]画面で、正しいアレイ ペアが選択されていて、有効
化できる状態になっていることを確認します。
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